
規

則 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

武 

笠 

正 

男 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
五
〇 

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
一
八
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
の
二
を
第
四
条
の
六
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。 

 

（
宿
直
又
は
日
直
の
勤
務
） 

第
四
条
の
二 

条
例
第
六
条
の
二
第
一
項
の
委
員
会
規
則
で
定
め
る
断
続
的
な
勤
務
は
、
次
に
掲

げ
る
勤
務
と
す
る
。 

一 

本
来
の
勤
務
に
従
事
し
な
い
で
行
う
庁
舎
、
設
備
、
備
品
、
書
類
等
の
保
全
、
外
部
と
の

連
絡
、
文
書
の
収
受
及
び
庁
内
の
監
視
を
目
的
と
す
る
勤
務 

二 

次
に
掲
げ
る
宿
直
又
は
日
直
勤
務 

イ 

緊
急
又
は
非
常
の
事
態
に
備
え
て
待
機
し
、
情
報
の
管
理
、
連
絡
等
の
た
め
の
勤
務 

ロ 

教
育
又
は
研
修
の
機
関
に
お
け
る
生
活
指
導
等
の
た
め
の
勤
務 

ハ 

動
物
の
飼
育
、
植
物
の
栽
培
等
を
行
う
施
設
に
お
け
る
動
物
又
は
植
物
の
管
理
等
の
た

め
の
勤
務 

ニ 

入
院
患
者
及
び
入
所
者
の
管
理
の
た
め
の
勤
務 

ホ 

入
所
施
設
等
に
お
け
る
自
立
支
援
等
の
た
め
の
勤
務 

ヘ 

警
察
本
部
又
は
警
察
署
に
お
い
て
行
う
業
務
の
管
理
又
は
監
督
の
た
め
の
勤
務 

三 

前
二
号
の
勤
務
に
準
ず
る
勤
務 

２ 

任
命
権
者
は
、
条
例
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
休
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
（
条
例

第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
）
に
お
い
て
、
職
員
に
前
項
各

号
に
掲
げ
る
勤
務
と
同
様
の
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
条
の
三 

任
命
権
者
は
、
職
員
に
前
条
に
規
定
す
る
勤
務
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
当
該
勤
務

が
過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

条
例
第
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
前
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
勤
務
を
命
じ
よ
う
と
す
る
時
間
帯
に
、
当
該
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
育
児
短

時
間
勤
務
職
員
等
（
条
例
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
以
外
の
職
員
に
当
該
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
と
す
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る
際
の
考
慮
） 

第
四
条
の
四 

任
命
権
者
は
、
職
員
に
時
間
外
勤
務
（
条
例
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ



く
勤
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
必
要
最
小
限
の
勤
務
を
命
ず
る
も
の

と
し
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
害
し
な
い
よ
う
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
任
命
権
者
は
、
短
時
間
勤
務
職
員
（
条
例
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
職

員
を
い
う
。
）
に
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
短
時
間
勤
務
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間

が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
よ
り
短
く
定
め
ら
れ
て
い
る
趣

旨
に
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る
時
間
及
び
月
数
の
上
限
） 

第
四
条
の
五 

任
命
権
者
は
、
職
員
に
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
一
箇
月
（
月
の
初
日

か
ら
末
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
四
十
五
時
間
及
び
一
年

（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

つ
い
て
三
百
六
十
時
間
（
次
項
に
お
い
て
「
限
度
時
間
」
と
い
う
。
）
を
超
え
て
勤
務
を
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
は
、
通
常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
量
の

大
幅
な
増
加
等
に
伴
い
臨
時
又
は
緊
急
に
限
度
時
間
を
超
え
て
職
員
に
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
時
間
及
び
月
数
の
範
囲
内
で
、
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。 

一 

一
箇
月
に
お
い
て
百
時
間
未
満 

二 

一
年
に
お
い
て
七
百
二
十
時
間 

三 

一
箇
月
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
に
当
該
各
期
間
の
直
前
の
一
箇
月
、
二
箇
月
、
三
箇
月
、

四
箇
月
及
び
五
箇
月
の
期
間
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
い
て
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る

時
間
の
一
箇
月
当
た
り
の
平
均
時
間
に
つ
い
て
八
十
時
間 

四 

一
年
の
う
ち
一
箇
月
に
お
い
て
四
十
五
時
間
を
超
え
て
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る
月
数
に
つ

い
て
六
箇
月 

３ 

任
命
権
者
は
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
そ
の
他
公
務
の
運
営
上
真
に
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
っ
て
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
時
間
又
は
月
数
を
超
え
て
職
員

に
時
間
外
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
に
時
間
外
勤
務
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
職

員
の
健
康
の
確
保
に
最
大
限
の
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、
一
年
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

六
箇
月
以
内
に
、
当
該
時
間
外
勤
務
に
係
る
要
因
の
整
理
、
分
析
及
び
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

５ 

条
例
第
六
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
の
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
公
務
の
た
め
臨
時

又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
同
項
に
規
定
す

る
勤
務
を
命
じ
な
け
れ
ば
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
と
す
る
。 

 

第
六
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



 

（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
等
） 

第
六
条
の
三 

第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の
四
か
ら
第
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
育
児
短
時
間
勤
務

職
員
等
に
は
適
用
し
な
い
。 

 

第
十
九
条
中
「
除
く
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
「
日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
職
員
に

つ
い
て
は
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
」

及
び
「
四
分
の
三
を
超
え
な
い
」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
非
常
勤
の
職
員
の
休
暇
等
） 

第
十
九
条
の
二 

非
常
勤
の
職
員
の
休
暇
は
、
年
次
休
暇
、
特
別
休
暇
及
び
組
合
休
暇
と
す
る
。 

２ 

年
次
休
暇
は
有
給
の
休
暇
と
し
、
特
別
休
暇
は
有
給
又
は
無
給
の
休
暇
と
し
、
組
合
休
暇
は

無
給
の
休
暇
と
す
る
。 

第
十
九
条
の
三 

非
常
勤
の
職
員
の
年
次
休
暇
は
、
一
の
年
度
（
常
勤
の
職
員
が
退
職
後
引
き
続

き
非
常
勤
の
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
暦
年
に
よ
る
一
年
）
ご
と
の
休
暇
と
し
、

そ
の
日
数
は
、
一
週
間
の
勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間
以
上
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
勤
続

年
数
に
応
じ
て
、
一
週
間
の
勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間
未
満
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
勤

続
年
数
及
び
週
所
定
勤
務
日
数
（
週
以
外
の
期
間
に
よ
っ
て
所
定
勤
務
日
数
が
定
め
ら
れ
て
い

る
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
一
の
年
度
の
所
定
勤
務
日
数
）
に
応
じ
て
、
二
十
日
の
範
囲
内

で
任
命
権
者
が
定
め
る
日
数
と
す
る
。 

２ 

有
給
の
特
別
休
暇
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
暇
と
し
、
そ
の
期
間
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
期
間
と
す
る
。 

一 

非
常
勤
の
職
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
（
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
条

例
第
五
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
同
条
例
第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
通
勤
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
の
適
用
を
受
け
る

者
に
あ
っ
て
は
同
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
）
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し

く
は
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
休
暇 

そ
の
療
養
に
必
要
な
期
間 

二 

第
十
一
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

一
週
間
の
勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間

以
上
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
四
日
（
た
だ
し
、
当
該
期
間
に
お
け
る
勤
務
日
数
が
四

日
に
満
た
な
い
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
勤
務
す
る
日
数
）
の
範
囲
内
で
、
一
週
間

の
勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間
未
満
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
週
所
定
勤
務
日
数
（
週
以

外
の
期
間
に
よ
っ
て
所
定
勤
務
日
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
一
の

年
度
の
所
定
勤
務
日
数
）
に
応
じ
て
三
日
の
範
囲
内
で
任
命
権
者
が
定
め
る
期
間 

三 

第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

別
表
第
三
の
日
数
欄
に
掲
げ
る
日
数

の
範
囲
内
の
期
間 

四 

第
十
一
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

そ
の
都
度
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間 



五 

第
十
一
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

そ
の
都
度
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間 

六 

第
十
一
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

七
日
の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
都

度
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間 

七 
第
十
一
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

連
続
す
る
七
日
の
範
囲
内
の
期
間 

３ 

無
給
の
特
別
休
暇
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
休
暇
と
し
、
そ
の
期
間
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
期
間
と
す
る
。 

一 

前
項
第
一
号
に
定
め
る
以
外
の
負
傷
又
は
疾
病
に
係
る
療
養
の
た
め
の
休
暇 

一
週
間
の

勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間
以
上
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
一
の
年
度
に
お
い
て
十
日
の

範
囲
内
の
期
間
と
し
、
一
週
間
の
勤
務
時
間
が
二
十
九
時
間
未
満
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ

て
は
一
の
年
度
に
お
い
て
週
所
定
勤
務
日
数
（
週
以
外
の
期
間
に
よ
っ
て
所
定
勤
務
日
数
が

定
め
ら
れ
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
一
の
年
度
の
所
定
勤
務
日
数
）
に
応
じ
て
十

日
の
範
囲
内
で
任
命
権
者
が
定
め
る
期
間 

二 

非
常
勤
の
職
員
の
出
産
の
場
合
の
休
暇 
出
産
予
定
日
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か
ら
産
後
八
週
間
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間 

三 

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

同
号
に
定
め
る
範
囲
内
で
必
要

と
認
め
ら
れ
る
期
間 

四 

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
三
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

同
号
に
定
め
る
範
囲
内
で
必
要

と
認
め
ら
れ
る
期
間 

五 

妊
娠
中
の
非
常
勤
の
職
員
が
母
子
保
健
法
に
規
定
す
る
保
健
指
導
又
は
健
康
診
査
に
基
づ

く
指
導
事
項
を
守
る
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇 

 
 

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間 

六 

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
四
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

一
週
間
の
勤
務
時
間
が
二
十
九

時
間
以
上
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
十
四
日
の
範
囲
内
の
期
間
と
し
、
一
週
間
の
勤
務

時
間
が
二
十
九
時
間
未
満
の
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
週
所
定
勤
務
日
数
（
週
以
外
の
期

間
に
よ
っ
て
所
定
勤
務
日
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
に
あ
っ
て
は
一
の
年
度
の

所
定
勤
務
日
数
）
に
応
じ
て
十
四
日
の
範
囲
内
で
任
命
権
者
が
定
め
る
期
間 

七 

労
働
基
準
法
第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
生
後
満
一
年
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
場
合
の
育

児
時
間 

一
日
二
回
各
々
三
十
分 

八 

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
配
偶
者
の
子
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
養
育
す
る
非
常
勤
の
職
員
が
、
当
該
子
の
看
護
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇 

一
の
年
度
に
お
い
て
五
日
（
小
学
校
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で
の
子
が
二
人
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
期
間 

九 

要
介
護
家
族
（
配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
及
び
第
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲



げ
る
者
で
あ
っ
て
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
二
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活

を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
介
護
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と

が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇 

一
の
年
度
に
お
い
て
五
日
（
要
介
護
家
族
が

二
人
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
期
間 

十 

要
介
護
家
族
の
介
護
を
す
る
た
め
、
要
介
護
家
族
ご
と
に
、
三
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通

算
し
て
九
十
三
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間
（
以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）

内
に
お
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇 

指
定
期
間
内

に
お
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間 

十
一 

要
介
護
家
族
の
介
護
を
す
る
た
め
、
要
介
護
家
族
ご
と
に
、
連
続
す
る
三
年
の
期
間
（
当

該
要
介
護
家
族
に
係
る
指
定
期
間
と
重
複
す
る
期
間
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
一
日
の
勤
務

時
間
の
一
部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇 

当
該

連
続
す
る
三
年
の
期
間
内
に
お
い
て
一
日
に
つ
き
二
時
間
（
当
該
非
常
勤
の
職
員
に
つ
い
て

一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら
五
時
間
四
十
五
分
を
減
じ
た
時
間
が
二
時
間
を
下

回
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
減
じ
た
残
り
の
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め

ら
れ
る
期
間 

十
二 

生
理
の
た
め
勤
務
が
著
し
く
困
難
な
場
合
の
休
暇 

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間 

十
三 

第
十
一
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合
の
休
暇 

必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間 

４ 

組
合
休
暇
は
、
任
命
権
者
の
承
認
を
得
て
登
録
さ
れ
た
職
員
団
体
の
業
務
に
従
事
す
る
場
合

（
登
録
さ
れ
た
職
員
団
体
の
規
約
に
定
め
る
機
関
で
第
十
二
条
第
一
項
で
定
め
る
機
関
の
構
成

員
と
し
て
当
該
機
関
の
業
務
に
従
事
す
る
場
合
及
び
登
録
さ
れ
た
職
員
団
体
の
加
入
す
る
上
部

団
体
の
こ
れ
ら
の
機
関
に
相
当
す
る
機
関
の
業
務
で
当
該
職
員
団
体
の
業
務
と
認
め
ら
れ
る
も

の
に
従
事
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
休
暇
と
し
、
一
の
年
度
に
つ
い
て
三
十
日
の
範
囲
内
と
す

る
。 

５ 

第
二
項
第
二
号
の
休
暇
は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
内
に
お
け
る
原
則
と
し
て
連
続
す

る
休
暇
と
し
、
任
用
期
間
が
継
続
し
て
六
月
以
上
、
か
つ
、
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
期
間
の
い
ず
れ
か
の
日
に
勤
務
す
る
非
常
勤
の
職
員
に
限
り
、
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

第
三
項
第
八
号
及
び
第
九
号
の
休
暇
は
、
一
週
間
の
勤
務
日
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
い
る
非

常
勤
の
職
員
又
は
週
以
外
の
期
間
に
よ
っ
て
勤
務
日
が
定
め
ら
れ
て
い
る
非
常
勤
の
職
員
で
一

の
年
度
の
所
定
勤
務
日
数
が
百
二
十
一
日
以
上
で
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
継
続
勤
務

し
て
い
る
も
の
に
限
り
、
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

７ 

前
項
の
規
定
は
、
第
三
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
の
休
暇
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
前
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

第
三
項
第
十
号
の
休
暇
は
、
当
該
休
暇
の
期
間
の
初
日
か
ら
九
十
三
日
を
経
過
す
る
日
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
九
十
三
日
経
過
日
」
と
い
う
。
）
を
超
え
て
引
き
続
き
在
職
す
る
こ
と



が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
九
十
三
日
経
過
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る

ま
で
の
間
に
、
任
期
が
満
了
し
、
か
つ
、
引
き
続
き
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場

合
を
除
く
。
）
。 

９ 

第
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
四
項
の
休
暇
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
第
五
項
中
「
七
時
間
四
十
五
分
」
と
あ
る
の
は
、
「
勤
務
日
ご

と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
す
べ
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
九
条
の
改
正
規

定
及
び
同
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
第
四
条
の
五
第
二

項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
、
同
号
中
「
五
箇
月
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
五
箇
月
の
期
間
（
平
成
三

十
一
年
四
月
以
降
の
期
間
に
限
る
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 


